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編 集 後 記

紀要4号 は、どのような船出になるのだろうか。編集を終え、ほっとしなが らもやはり送

り出す者の思いは複雑である。

本紀要は、何 よりも野性的であることが特徴である(と 、私は思 っている)。この意味で、

既成の学問体系のなかにフォーマライズされた論文は似合わない。読者 には、論文の問題点

を指摘する以上に、論文のなかに発想の独自性、着想の豊かさを見出 して欲 しいと願 ってい

る。このように述べて、すぐさま、それに見合うだけの論文が集まっているだろうかとの不

安が湧 く。それはもう、読者の判断に委ねるしかないだろう。 もちろん、論文は 「執筆要項」

にあるようにきびしい査読を経ている。

近年、高等教育を巡る現状はそうとうにめまぐるしい。教育体制の見直 しや学問領域の再

編が推進されてきている。このような状況は、教官にも院生にも少なか らざる影響を与えて

いる。こうしたプロセスが 「創造」へと繋がる営みであることを願いつつ、本講座に関わる

者全員が微力ながら力を注いでいきたいと思っている。本紀要もそうした営みのひとつであ

る。創刊以来4年 を経て安定期に入 った観があるが、けっして慢心することな く、つねに初

心を忘れずに進んでいきたい。読者諸氏のこ叱咤ご協力をお願いする次第である。

本号では、博士課程の藤井奈津子 さんと修士課程の中桐万里子 さんに編集の協力をしてい

ただいた。末筆ながら、この場を借 りて感謝申し上げる。

2002年 春

皆藤 章
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